
             

 
 

 

 

 
        
日時：令和２年 11 月 12 日（木）10：00～12：00 
場所：高幡不動尊小会議室     出席９名 

会議内容は 11 月 19 日例会にて幹事報告 
 
 
日 時：令和２年 11 月 19 日  

12 時 30 分～14 時 30 分 
会 場：高幡不動尊客間殿 
出 席：37 名中 24 名（出席率 64％） 
配布資料：例会次第、理事会議事録 会報 118 号 

10 周年記念行事実行委員会報告 
       
 

 
暖かな秋晴れが続

いています。無降水
日が今日で１１日連
続だそうです。丁度
１０年前の１１月１
８日に日野プロバス
第１回例会が、この
会場で開かれました。 
記念すべき十周年

例会に本山の杉田貫
主をお客さまとしてお迎えし、法話を頂けるのは無上の喜
びであります。 
１０年前の創立会員は２６名、その年に３名が加わり初

年度末の会員は２９名でした。５年後に３３人となり、 
１０年を経た今日は３８名です。この間に合計６０名が

入会し、２２名が退会されました。創立会員２６名から既
に１０名が卒業されています。残りの１６名はもちろん在
籍１０年となります。一方で此の５年以内に入会された会
員が２０人もおられ、該当する会員の平均在籍期間は３年
弱です。つい５年、１０年前の事であっても、クラブ活動
としては体験を共有していない会員が増えています。 
そこで本日の記念例会では、初代篠原会長から始まり、

ご出席頂いている歴代５会長にご挨拶と当時のトピック
スを５分程度でお話し頂くようお願いしています。御前様
の法話と共に、楽しみにしたいと思います。 
各地プロバスのホームページを繰ってみますと、今年は

「温故知新」を掲げているクラブが多いように思えます。 
八王子さんは今年２５周年を迎え、多摩さんは昨年１５
周年を祝われました。周年行事の年は過去に思いを馳せ
「故（ふる）きを温（たず）ねて、新しきを知る」との
気持ちが強くなると思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１１００年の歴史を有する高幡のお不動さまには及び 
もつきませんが、当クラブも１０年の経験を重ねました。

例会委員会の格別のお骨折りと趣向で、本日のお祝い例会

が出来ますことに感謝します。 
ところでコロナ禍の方は、有望ワクチン開発の朗報が続

く一方、日本全体に感染拡大第３波が襲って来ているよう

です。日野市も絶対数は少ないながら新規感染者急増中で

す。今後とも健康安全を第一に、用心しながらクラブ活動

を進めていきたいと願っております。 

１０周年記念例会 
 
 
 
(1) 全日本プロバス協議会への賛助金： 

関係者とも協議結果、前月結論通り 
見送る。→理事会承認 

(2) コロナ感染急増もあり、12 月例会 
（宝輪閣、地下室）及び 1 月新年会 
（エミシア立川ホテル）は全会員の 
出欠意向を早めに聴取し。出席過半 
数を開催要件とする。→各委員長に 
所属委員の聞き取り調査を依頼 

(3) 十周年事業：後藤一郎実行委員長報告書要旨  
・記念式典祝賀会の延期 
・記念誌はクラブの記録を主として発行  
・地域貢献としての記念事業は、「東京光の家」「夢ふう 

せん」への寄付、コロナ対応に奮闘する日野市立病院 
へコロナ対応にストレッチャー２台寄贈 

 
 

令和２年度（2020 年度）       会 長 矢野 凱
か つ

弓
ゆ み

      幹 事 渡辺  明  

                 令和２年 11 月 19 日  第１13 回例会の記録 （クラブ第 11 年度 第 4 号） 

東京日野プロバスクラブ 

創立平成 22 年 9 月 16 日

第 119 号 

理   事   会 

第 113 回例会   司会 青島 良二 例会委員 

令和２年 12 月 17 日発行 
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東京日野プロバスクラブが 10周

年を迎えたこと、真におめでとう

ございます。初代の篠原会長、澤

田幹事でスタートして、会員の皆

様のご努力により発展を遂げ、今

ではロータリークラブよりも規模

が大きくなっております。 
10 年前、執事長の頃、先代川澄御

前の仰せで、新プロバスの例会場設営につき相談に預

かったことなどを懐かしく思い出します。 

たゆまず奉仕活動を続けてこられ、立派な事と思いま

す。個人的には初孫を授かる喜びがあり、コロナ禍の

中、健康に留意しながらの日々であります。 

さて疋田研修員長から法話を、との要請です。 

お釈迦様は初説法で８つの実践的な徳目を説いて
います。八正道（はっしょうどう）です。悟りを目指
す８修行と言えます。 
第 1は「正見（しょうけん）」、ありのままに物事を 
捉えること、 

第 2に「正思（しょうし）」正しく考え判断するこ   
と 

第 3 に「正語（しょうご）」正しい言葉で言う事です。
嘘、悪口、二枚舌はいけません。 

第 4に「「正業（しょうごう）」正しい行いをすること、
今、換気のため開けてある窓から蜂が入ってきまし
たが、仏法で殺生は禁じられています。 

第 5 に「正命（しょうみょう）」道徳に反する職業や
仕事はせず、戒律（法律）に従う生活を営むこと。 

第 6 は「正精進（しょうしょうじん）」悪いことをせ
ず、善い行いを更に積むことを日々努力する、との
教えです。 

第 7 は「正念（しょうねん）」は、正しく信念をもっ
て行動すること。四念処（身、受、心、法）に注意
を向けて、常に今現在の内外の状況に気づいた状態
でいることが「正念」である。 

第 8 は「正定（しょうじょう）」で７つの教えの総括
であり実践すること。正しい集中力を完成すること。 

今年はコロナ禍で多くの行事が中止ないし簡略化

されています。今日は七五三の方が多く見受けられま

すが、場所を移し、人数も制限しての参詣です。最近

は、第３波も到来し、人々の心身も蝕まれている状況

ですが、何とか乗り越えて平安が訪れることを祈念致 
ております。 
 
 

計 8 名で 4,000 円（例会での発表順に掲載.敬称略）ⓦ＝Ｗコイン 

＊矢野 凱弓：杉田御前のご臨席に感謝申し上げます。 
法話を楽しみにしております。 
 

 

 

＊疋田 武久：杉田貫主様 本日はご講話有難うござい

ます。楽しみにしておりました。 

＊篠原 昭雄：創立 10 周年、この 10 年間プロバスから

力をもらい、卒寿に向かって元気に過ご

せたことに感謝して。 

＊山本 英次：11 月 26 日は私の 79 歳の誕生月です。

長生きしたものですね‼。 
妻（玲子）の 13 回忌も今月 22 日に執り行

いますが、コロナの感染予防で子供と少人

数で行うことにしました。 

＊吉ノ元身良：10 周年を迎えられて大変うれしく思いま

す。 

＊澤田 研二：日野プロバス 10 周年記念例会を開催でき

たことに乾杯。会員の皆様が元気に参加で

きたことにもカンパイ。通常通りの会場を

提供いただいた高幡不動尊に感謝!! 

＊渡辺 明 ：10 周年記念例会おめでとうございます。 

＊後藤 紀之：最近は、コロナウィルスの第三波が広が

りが懸念されますが、一日も早い収束を祈

っております。 
 
 
                         
○例会委員会       吉ノ元 身良 委員長 
 来月 12 月例会の会場は当境内にある「宝輪館」で開催
予定ですが、地下の施設のため通気性・換気が不十分で
あると思われますのでご留意ください。 

○情報委員会   大島 芳幸 委員長 
＊「プロバスだより」118 号を配布しております。 

○地域奉仕委員会     林 良健  委員長 
１０周年記念事業の一環として 
＊社会福祉法人「東京光に家」「夢ふうせん」へ寄付。
＊市立病院より要望があったストレッチャー２台を 
寄贈する予定。 

○会員委員会   後藤 紀之 委員長 
 例会で使用する名札等の整備を致します。 

○研修委員会       疋田 久武 委員長 
 毎年恒例の市長講話と高幡不動管主の法話を実施でき

ました。今後の委員会活動については、コロナ禍の動静

を注視しながら、理事会で図り、決定していく予定。 

○ゴルフ同好会         大島 芳幸 幹 事 
 当クラブ独自開催のゴルフコンペを来年 4 月に予定し

ております。詳細は後日連絡します。 

〇麻雀同好会         村上 光  会 長 
ある調査によりますと、麻雀をする高年齢者の脳年齢が

しない方より 3 歳ほど若いとのことです。コロナ禍が沈

静しましたら皆さんのご参加をお待ちしています。 
 

委 員 会 報 告 （ 活 動 計 画 ） 

にこにこワンコイン  令和２年 11 月例会 

講 話     杉田 純一 高幡不動尊管主 

 



 
 

 

平成 22 年～23 年度会長  
平成 23 年～24 年度会長   篠原 昭雄 会員 
日野プロバスクラブは平成 22 年に 

創立し、11 月に初例会を開催して２ 

年間会長を務めました。 

 奇しくも、今年は新型コロナウィル 

スが世界中で猛威を振るっております 

が、10 年前のこの年には新型インフル 

エンザが猛威を振るった年でもありまし 

た。また、創立間もない平成 23 年 3 月 11 日には東日本

大震災が発生しました。6 月発行の「プロバスだより」113

号にも投稿しましたが、まさに天災の10年でありました。 

当クラブは、日野市の二つのロータリークラブ（日野

ＲＣ・飛火野ＲＣ）と八王子プロバスクラブをスポンサ

ーとして誕生しました。会員相互の親睦と社会貢献を柱

として活動を開始しました。会員の皆さんが「プロバス

に入ってよかった」と思えるクラブを作りたいと念じて

例会のやり方を検討しておりました。その後、各会長年

度で当時の会長独自がクラブ運営の目標を打ち出し、各

年度で充実した特徴あるクラブが運営されました。 

２６人で始まったプロバスクラブも会員数が 40 名近

く増え、ますます活発な活動をと期待してた矢先のコロ

ナ騒動で社会が変容しています。 

ポスト＆ウィズコロナで生活様式にも変化の必要性

が生じています。変化した新しい時代に対応したプロバ

スクラブの在り方を模索して、私も協力してゆきたいと

思います。 

平成 24 年～25 年度会長   菊池 昭
てる

雄
お

 会員 
 

 創立時より篠原会長とともに副会

長としてクラブ運営を行っていました。   

私の代での特徴としては２点ほど

実行した事柄があります。 

１点目は、クラブ運営に際し、「４役 

   率的にと「役会」を発足させたことです。 

        会長、副会長、幹事、副幹事の役が理

事会の前に４役で議論し、効率良いクラブ運営を目指し

ました。 

 ２点目は、近隣クラブとの交流です。３クラブの会

長・幹事が集まり、どのような形の交流がよいか相談し

て、八王子クラブでの生涯学習への参加やロータリーク

ラブ、八王子・多摩プロバスクラブとのゴルフコンペ等

の開催を行って、交流を深めました。 
 
 
 
 

 
 
平成 26 年～27 年度会長   鷲尾 昭夫 会員 
 
後藤一郎会長の次の、第４代目の 

会長を努めました。 
日野クラブの設立には関与しており 
ませんが、当時、設立の準備委員長 

 には、篠原会員、以下６名が参加し、 
日野ロータリークラブから後藤一郎 
会員、飛火野ロータリークラブから 
は安西さんが参加されて設立し、今日に至っております。

私が副会長を拝命した年度で、当時の会長候補者が突 
如退会されたため、急遽、会長を命じられましたが、ま 
だ準備期間もなく、戸惑いながらのクラブ運営でした。

当時、旅行同好会やコーラスクラブを発足しました。 
コーラスには、林会員の紹介で日野市在住のプロの講師 
を招いて練習し、5 周年記念例会で披露しました。 
また、東北の大震災時には、澤田会員の提案で、当時旭

が丘にあった東芝日野工場で不要となっていた什器備

品を譲り受けて、皆でホコリに塗れた備品の掃除をして、

大型トラック 10 台分を石巻や気仙沼漁港に送りとどけ

ました。その後、東北地方に慰労とお見舞いを兼ねて旅

行したことも懐かしい思い出です。 
コロナ禍で活動が制限されて、親睦の場も無くなって

いる現状ですが、早く鎮静化して元の活動を回復してほ

しいと願っています。 

平成 27 年～28 年度会長   山本 英次 会員 

５代目会長を努めました。 
５周年記念事業の年度でしたが、 
何とか乗り越えることが出来まし 
た。設立時２９名でスタートした 
日野プロバスクラブのチャーター 
メンバーとして参加してきました 
が、５年後には 31 名になってい 
ました。 

  当時は東京オリンピックが決ま

り、国立競技場の建て替え費用が

高額過ぎると騒がれて、隈研吾氏のデザインで決着し、

また、エンブレムの盗作問題もありました。 
  ５周年記念事業では、実行委員長に篠原初代会長が務

められ、副委員長を菊池会員・後藤会員の布陣で開催さ 
れました。当日は会員３０名、来賓２６名、指揮者・演

奏者 3名の総勢５９名の参加を得て盛大な催しとなりま

した。記念講演は、後藤 紀之会員の友人で、航空評論

家の小林 宏之 氏に講演をいただきました。 
写真展を催したり、鷲尾会員にはプロバスクラブの５年 
間の経緯をパワーポイントによるスライドショーの講

師を担っていただいたことなど、楽しい思い出となって 
おります。 
 
 
 

１０周年記念例会    歴 代 会 長 挨 拶 

 



 
 
平成元年～２年度会長    後藤 紀之 会員 
平成元年度の会長を仰せつかりまし 

た。昨年 10 月 24 日には横浜中華街  

にて横濱プロバスクラブとの親睦会 

を開催し、11 月 26 日には研修委員 

会主催でマイクロバスにて「土方歳三 

没後 150 年 日野新選組史跡散策ツ 

アー」も開催しました。 

12 月例会では元オリンパス専務で 

八王子プロバスクラブ会員の寺田 昌章氏から演題「消

化器の働きと病気と治療」卓話をしていただきました。 

年度後半の 3月より新型コロナウィルスの感染予防の 

ため例会を年度末の 6 月まで休会となりました。3 月末

に開催予定でした「日野よさこい祭り」、5 月開催予定で

した「日野新選組祭り」なども当然、中止となりました。 

４役会、理事会等はライン等で実施してきましたが、

十分な活動が出来なかったことが残念で悔やまれます。 

このコロナ禍が一日も早く収束し、以前の安心、安全な

闊達な例会が開催されることを願っております。 
 

 
パスト会長 

平成 28 年度～29 年度会長  小島  馨 会員 
平成 29 年度～30 年度会長  小西 弘純 会員 
平成 30 年度～31 年度会長  奥  修兵 会員。 

  
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡辺 明  会員（喜寿） 

今日は113回目の例会ですが、

私の誕生日も 11 月 3 日で語呂が

いい数字となっています。 
喜寿を迎え、孫も交えて家族で祝

していただきました 
ちなみに、孫も平成 11 年 11 月 11
日生まれです。 

 
 
 

 
 
山本 英次 会員 
 コロナ禍の中、79 歳の誕生日と亡き妻の 13 回忌を 
兼ね、22 日に子供たちとささやかに行う予定です。 
 
 
 
 
 本来であれば、本日のこの 10 周年記念例会をホテ

ルで開催すべく準備をしておりましたが、コロナ禍の

中、中止せざるを得ない状況でしたが、「特別例会」

として無事終了出来たこと、例会委員会の方々やご協

力いただきました会員の皆様に感謝いたします。 
 コロナウィルスの蔓延の一向に収束が見えない状

況ですが、皆様くれぐれもお気を付けてお過ごしくだ

さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 

編集・発行：東京日野プロバスクラブ 情報委員会 
大島芳幸、魚住 徹、篠原昭雄、山本英次、 

小西弘純 本部 晧允 小林昭治 
ホームページ：https://www.hinopc.com 
検索には「日野プロバス」でクリック!!  
若しくは、QR コードを読み取ってください 

  

  

１1 月 誕 生 祝 い 

閉会の挨拶        澤田 研二 副会長 

 

 

 

 


